
令和８年度採用 第２次選考試験（模擬授業問題）  
 

受験番号   

 

指導の構想を練る時間：５分間  模擬授業の時間：５分間 

 
（１）本試験のねらい 

学級全体を指導する場面において，指定された学習内容について，留意点を示しながら

適切な指導ができるかを評価します。  

 

（２）問題の内容 

あなたは，普通科高校の第１学年の数学Ⅰの教科担任です。  
２次関数の授業の中で，生徒が単元の復習の演習を行っています。  
そのなかで，あなたは一人の生徒の解答をホワイトボードに投影しました。  
その解答を通して，生徒全体に指導しなさい。  
その際，ホワイトボードマーカーを使用しても構いません。  

 
【投影する問題および生徒の解答】  
 (問題) 𝑎 は正の定数とする。次の関数の最小値を求めよ。 =ݕ  𝑥2 − 4𝑥 + 5  (0 ≦ 𝑥 ≦ 𝑎) 
 
(解答)  
=ݕ     𝑥2 − 4𝑥 + 5  
        = (𝑥 − 2)2 − 4 + 5  
        = (𝑥 − 2)2 + 1  
 
 よって，グラフは下に凸，  

軸は直線  𝑥 = 2 であるから  𝑥 = 2のとき，最小値  1  
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（３）板書の内容 

【問題および生徒の解答】  
 (問題) 𝑎 は正の定数とする。次の関数の最小値を求めよ。 =ݕ  𝑥2 − 4𝑥 + 5  (0 ≦ 𝑥 ≦ 𝑎) 
 
(解答)  
=ݕ     𝑥2 − 4𝑥 + 5  
        = (𝑥 − 2)2 − 4 + 5  
        = (𝑥 − 2)2 + 1  
 
 よって，グラフは下に凸，  

軸は直線  𝑥 = 2 であるから  𝑥 = 2のとき，最小値  1  
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令和８年度採用 第２次選考試験（模擬授業問題）  
 

受験番号   

 

指導の構想を練る時間：５分間  模擬授業の時間：５分間 

 
（１）本試験のねらい 

学級全体を指導する場面において，指定された学習内容について，留意点を示しながら

適切な指導ができるかを評価します。  

 

（２）問題の内容 

あなたは，普通科高校の第１学年の数学Ⅰの教科担任です。  
２次関数の授業の中で，生徒が単元の復習の演習を行っています。  
そのなかで，あなたは一人の生徒の解答をホワイトボードに投影しました。  
その解答を通して，生徒全体に指導しなさい。  
その際，ホワイトボードマーカーを使用しても構いません。  

 
【投影する問題および生徒の解答】  
(問題) 

2 次関数ݕ = 𝑥2 − 2𝑚𝑥 − 𝑚 + 6 のグラフと  𝑥 軸の正の部分が異なる 2 点で交わるように，

定数  𝑚 の値の範囲を定めよ。  
 
(解答)  
  この関数の式を変形すると  

=ݕ   (𝑥 − 𝑚)2 − 𝑚2 − 𝑚 + 6  
  グラフは下に凸の放物線で，その軸は直線  𝑥 = 𝑚 である。  
 グラフと  𝑥 軸の正の部分が異なる 2 点で交わるのは，  

次の[1]，[2]が同時に成り立つときである。  
  [1] グラフと  𝑥 軸が異なる 2 点で交わる。  
  [2] グラフの軸がݕ  軸より右側にある。  

[1] から，2 次方程式  𝑥2 − 2𝑚𝑥 − 𝑚 + 6 = 0 の 
判別式を  𝐷 とすると，𝐷 > 0 であるから  

    (−2𝑚)2 − 4 ∙ 1 ∙ (−𝑚 + 6) > 0 
すなわち   (𝑚 + 3)(𝑚 − 2) > 0 
よって    𝑚 < −3 , 2 < 𝑚 …①  
[2] から，  𝑚 > 0      …②  
①，②の共通範囲を求めて   
        𝑚 > 2 
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（３）板書の内容 

【問題および生徒の解答】  
(問題) 

2 次関数ݕ = 𝑥2 − 2𝑚𝑥 − 𝑚 + 6 のグラフと  𝑥 軸の正の部分が異なる 2 点で交わるように，

定数  𝑚 の値の範囲を定めよ。  
 
(解答)  
  この関数の式を変形すると  

=ݕ   (𝑥 − 𝑚)2 − 𝑚2 − 𝑚 + 6  
  グラフは下に凸の放物線で，その軸は直線  𝑥 = 𝑚 である。  
 グラフと  𝑥 軸の正の部分が異なる 2 点で交わるのは，  

次の[1]，[2]が同時に成り立つときである。  
  [1] グラフと  𝑥 軸が異なる 2 点で交わる。  
  [2] グラフの軸がݕ  軸より右側にある。  

[1] から，2 次方程式  𝑥2 − 2𝑚𝑥 − 𝑚 + 6 = 0 の 
判別式を  𝐷 とすると，𝐷 > 0 であるから  

    (−2𝑚)2 − 4 ∙ 1 ∙ (−𝑚 + 6) > 0 
すなわち   (𝑚 + 3)(𝑚 − 2) > 0 
よって    𝑚 < −3 , 2 < 𝑚 …①  
[2] から，  𝑚 > 0      …②  
①，②の共通範囲を求めて   
        𝑚 > 2 
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令和８年度採用 第２次選考試験（模擬授業問題）  
 

受験番号   

 

指導の構想を練る時間：５分間  模擬授業の時間：５分間 

 
（１）本試験のねらい 

学級全体を指導する場面において，指定された学習内容について，留意点を示しながら

適切な指導ができるかを評価します。  

 

（２）問題の内容 

あなたは，普通科高校の第２学年の数学Ⅱの教科担任です。  
積分の授業の中で，生徒が単元の復習の演習を行っています。  
そのなかで，あなたは一人の生徒の解答をホワイトボードに投影しました。  
その解答を通して，生徒全体に指導しなさい。 
その際，ホワイトボードマーカーを使用しても構いません。  

 
 
【投影する問題および生徒の解答】  
(問題) 

a は 0 でない定数とする。放物線 y  ＝  x2
 －  a  x と x  軸で囲まれた部分の面積 S を求めなさ

い。  
 
(解答) 
 x2

 －  ax  ＝0 を解くと，x  ＝  0，a 
よって，放物線 y  ＝  x2

 －  a  x と x  軸の交点の x  座標は 0 と a 
 0≦  x  ≦a では y≦0 であるから  𝑆 = ∫ {−(𝑥2 − 𝑎𝑥)}𝑑𝑥𝑎

0  
    = ∫ (−𝑎

0 𝑥2 + 𝑎𝑥)𝑑𝑥 
    = [ − 𝑥33 + 𝑎𝑥22  ]0

𝑎 = − 𝑎33 + 𝑎32 = 𝑎36  
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（３）板書の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(問題) 
a は 0 でない定数とする。放物線 y  ＝  x2

 －  a  x と x  軸で囲まれた部分の面積 S を求めな

さい。  
 
(解答) 
 x2

 －  ax  ＝0 を解くと，x  ＝  0，a 
よって，放物線 y  ＝  x2

 －  a  x と x  軸の交点の x  座標は 0 と a 
 0≦  x  ≦a では y≦0 であるから  𝑆 = ∫ {−(𝑥2 − 𝑎𝑥)}𝑑𝑥𝑎

0  
    = ∫ (−𝑎

0 𝑥2 + 𝑎𝑥)𝑑𝑥 
    = [ − 𝑥33 + 𝑎𝑥22  ]0

𝑎 = − 𝑎33 +  𝑎32 = 𝑎36  
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